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「
テ
ロ・サ
ー
リ
ネ
ン
の『M

E
SH

』

　

 

な
ど
、意
義
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　

  

ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４

舞
踊
評
論
家  

う
ら
わ
ま
こ
と

　

埼
玉
県
は
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

で
は
伝
統
的
に
レ
ベ
ル
の
高
さ

と
層
の
厚
さ
を
誇
り
、
バ
レ
エ

の
分
野
で
も
、県
単
位
で
ブ
ロ
ッ

ク
の
呼
称
を
持
つ
の
は
こ
こ
と

神
奈
川
だ
け
と
い
う
、
日
本
バ

レ
エ
協
会
の
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク
（
関

東
支
部
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ

の
両
分
野
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
て
作
っ
た
埼
玉
県
舞
踊

協
会
。
昨
年
46
回
を
数
え
、
わ
が

国
で
２
番
目
に
長
い
歴
史
を
も

つ
コ
ン
ク
ー
ル
を
始
め
、多
彩
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ダ
ン
ス
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、従

来
実
施
し
て
い
た
国
際
創
作
舞

踊
コ
ン
ク
ー
ル
を
衣
替
え
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
毎
回
、

世
界
的
視
野
に
立
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
で
興
味
を
そ
そ
る
。

今
回
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
振

付
者
テ
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
を
招
い

て
の
新
作
初
演
、
協
会
会
員
に

よ
る
競
・
共
作
バ
レ
エ
、そ
し
て
、

埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
創
作
部
門

の
１
位
作
品
の
披
露
と
、
な
か

な
か
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　

テ
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
は
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
国
立
バ
レ
エ
団
で
ソ

リ
ス
ト
ま
で
つ
と
め
て
い
る
。
振

付
家
と
な
っ
て
か
ら
は
大
野
一

雄
な
ど
の
舞
踏
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
築

き
、世
界
各
地
の
ト
ッ
プ
カ
ン
パ

ニ
ー
に
作
品
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
の
作
品
は
協
会
の
た
め
に

創
作
し
た『M

ESH

』。
み
ず
か
ら

選
ん
だ
出
演
者
は
協
会
員
を
主

体
に
男
性
９
名
、女
性
17
名
。

　

タ
イ
ト
ル
は
網
と
か
罠
の
意

味
、
つ
ま
り
身
動
き
で
き
な
い

状
況
。
縦
に
横
に
、
そ
し
て
交
差

す
る
黒
衣
の
男
女
は
、
時
に
不

気
味
な
波
の
う
ね
り
を
思
わ
せ
、

そ
れ
に
抵
抗
す

る
よ
う
に
動
く

海
保
文
江
、
鈴

木
竜
な
ど
は
生

命
。
自
然
の
う

め
き
を
思
わ
せ

る
音
楽
、
縦
横

無
尽
に
空
間
を

彩
り
、
切
り
裂

く
光
の
筋
。
そ

し
て
最
後
に
笠

井
瑞
丈
の
力

強
く
、
余
韻
を

も
っ
た
祈
り
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
ら
し
い
、

ダ
ン
ス
と
劇
場

要
素
を
組
み
合

わ
せ
た
作
品
コ

ン
セ
プ
ト
。
初

来
日
で
あ
り
な

が
ら
、
奥
に
広

い
ス
ペ
ー
ス
、

高
い
タ
ッ
パ
な
ど
劇
場
の
能
力

を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
し

た
姿
勢
は
さ
す
が
だ
し
、
ま
た

角
と
円
を
組
み
合
わ
せ
た
、
と

く
に
上
体
の
動
き
は
、
出
演
者

の
多
く
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て

新
鮮
な
体
験
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

全
体
と
し
て
よ
く
対
応
し
、
協

会
、
会
員
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
春
／
山
路

瑠
美
子
、夏
／
相
羽
源
氏
・
山
本

教
子
、秋
／
佐
藤
良
寛
、冬
／
笠

原
千
珂
子
が
作
り
分
け
、
ま
と

め
上
げ
る
『
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
：

四
季
』。
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
想
に
合

わ
せ
て
動
き
の
構
成
に
独
特
の

感
覚
を
示
し
て
い
る
が
、
基
本

的
に
は
正
当
な
ス
タ
イ
ル
。
ダ

ン
サ
ー
が
み
な
姿
態
よ
く
、
技

術
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、現
代

的
な
サ
ー
リ
ネ
ン
作
品
と
の
対

比
を
し
っ
か
り
見
せ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
１
位
の
高
橋
裕
子

の
作
品
は『Blindness  

─
白
い

闇
─
』。
長
い
作
品
の
一
部
を
取

り
出
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
東

京
、
秋
田
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

高
い
評
価
を
得
、
現
代
舞
踊
協

会
の
「
現
代
舞
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
も
優
秀
賞
を
受
け
て
い

る
。仙
台
に
住
む
作
者
が
、地
震
、

津
波
被
害
の
体
験
を
元
に
作
っ

た
も
の
。
自
然
の
猛
威
に
翻
弄

さ
れ
る
人
々
の
恐
怖
と
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
絆
、
そ
し
て
未
来

へ
の
希
望
を
、達
者
な
ダ
ン
サ
ー

た
ち
と
、
象
徴
的
な
装
置
や
照

明
を
使
っ
て
描
き
出
し
、こ
れ
が

決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
強
く

訴
え
た
。

　

舞
踏
の
影
響
を
受
け
た
世
界

の
最
先
端
の
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
で

活
躍
す
る
舞
踊
作
家
の
、
日
本

人
ダ
ン
サ
ー
の
た
め
の
現
代
作

品
、
埼
玉
県
を
代
表
す
る
４
人

の
舞
踊
家
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
ベ
ー
ス
に
し
た
共
同
作
品
、

そ
し
て
、
宮
城
県
の
舞
踊
家
高

橋
裕
子
に
よ
る
、
現
代
舞
踊
に

新
し
い
感
覚
を
練
り
込
ん
だ
ス

タ
イ
ル
で
大
震
災
、津
波
を
テ
ー

マ
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
１
位
作

品
。
タ
イ
プ
の
異
な
る
ト
リ
プ

ル
ビ
ル
は
、
観
客
だ
け
で
は
な

く
、舞
踊
界
に
と
っ
て
も
き
わ
め

て
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

「
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」を
終
え
て

窪
内
絹
子

　

盛
会
に「
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

2014

」
を
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。そ
し

て
、埼
玉
県
舞
踊
協
会
の
先
生
方
、

テ
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
氏
、テ
ロ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
皆
様
、国
際
交
流
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
立
木
燁
子
先
生
、劇

場
関
係
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、係
わ

り
あ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
全
て
の

方
々
に
、心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、感
謝
の
気
持
ち

を
御
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

立
木
先
生
に
は
、北
欧
の
ダ
ン

ス
の
流
れ
の
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
の
が
契
機
で
テ
ロ
氏
を
ご
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。物
凄
い
勢
い
で

進
行
し
て
行
き
、あ
っ
と
い
う
間
に

2
年
間
が
通
り
過
ぎ
、公
演
を
迎

え
た
様
な
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
劇
場
で
一
つ
の
カ
ン
パ

ニ
ー
、振
付
家
を
交
渉
し
て
お
呼

び
す
る
の
と
は
訳
が
違
い
、ど
の
様

な
企
画
で
、ど
な
た
が
受
け
て
く

れ
そ
う
か
と
い
う
所
か
ら
始
ま
り
、

交
渉
、契
約
、日
程
、ダ
ン
サ
ー
の

選
択
と
、す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
突
き

進
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
の

内
容
、量
の
多
さ
を
考
え
ま
す
と
、

事
務
局
、総
務
、会
計
の
先
生
方

の
仕
事
は
、10
年
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
程
の
も
の
だ
っ
た
様
に
思

い
ま
す
。只
々
、有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
と
感
謝
の
思
い
で
頭
を
下
げ

る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

1
月
7
日
、テ
ロ
氏
が
来
日
し

て
振
付
が
始
ま
り
3
週
間
、色
々

な
出
来
事
が
有
り
ま
し
た
。
振
付

に
は
も
ち
ろ
ん
、音
の
構
成
、予
算

の
ほ
と
ん
ど
無
い
中
で
衣
裳
の
宮

村
先
生
に
も
一
人
一
人
違
っ
た
衣
裳

を
製
作
し
て
頂
き
ま
し
た
。一
番
の

問
題
は
、
外
国
の
カ
ン
パ
ニ
ー
と

日
本
の
ダ
ン
サ
ー
の
環
境
の
違
い

が
テ
ロ
氏
に
理
解
さ
れ
て
い
な
く

て
、日
本
の
ダ
ン
サ
ー
は
皆
、別
の

仕
事
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
ダ
ン

サ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

事
を
理
解
し
て
も
ら
う
事
か
ら
の

作
業
で
し
た
。時
々
、ダ
ン
サ
ー
が

バ
ラ
バ
ラ
に
集
ま
る
と
い
う
事
に

不
満
を
見
せ
る
事
も
有
り
ま
し
た

が
、理
解
し
て
か
ら
は
、振
付
方
法

を
変
え
る
な
ど
、色
々
工
夫
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。テ
ロ
氏
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
4
日
間
身

動
き
が
取
れ
な
い
時
に
、ダ
ン
ス
ミ

ス
ト
レ
ス
の
ヘ
ン
リ
ッ
キ
ー
氏
と
一

体
と
な
り
、ダ
ン
サ
ー
達
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
り
、後
半
は
皆
が
時
間

を
多
く
都
合
し
て
く
れ
た
り
と

い
っ
た
、大
き
な
協
力
の
御
蔭
で
本

当
に
素
晴
ら
し
い
舞
台
が
出
来
上

が
っ
て
行
っ
た
気
が
致
し
ま
す
。

　

そ
れ
と
、埼
玉
県
舞
踊
協
会
の

久
し
振
り
の
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
復

活
で
の
、第
一
位
仙
台
の
高
橋
裕
子

先
生
の
作
品「
白
い
闇
」の
披
露
、協

会
員
の
バ
レ
エ
の
先
生
方
の
作
品

「
四
季
」と
、と
て
も
内
容
の
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
頂
い
た
事
も

成
功
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、協
会
あ
げ
て
の
2

年
に
1
回
の
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
!!
世
界
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
、ど
の
様
な
内
容
で
公
演
を
続

け
て
い
く
事
が
出
来
る
の
か
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。コ
ネ
も
お

金
も
な
く
、人
間
の
信
頼
と
つ
な

が
り
だ
け
で
ど
こ
ま
で
発
展
性
の

有
る
公
演
を
創
る
事
が
出
来
る
の

で
し
ょ
う
か
。
埼
玉
県
舞
踊
協
会

の
な
せ
る
技
な
の
か
？
そ
れ
と
も

消
滅
な
の
か
？
岐
路
に
立
っ
て
い

ま
す
。
知
恵
と
お
金
が
欲
し
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
担
当
者
の
お
礼

の
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。本
当
に
、

色
々
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

『
新
年
度
を
迎
え
る
に

　
　
　
　
　

あ
た
っ
て
』

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長
　
　
　

藤
井
利
子

　
「
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン2014

」

２
月
2
日
（
日
）
２
回
公
演
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
テ
ロ
・
サ
ー
リ

ネ
ン
氏
に
、
日
本
ダ
ン
サ
ー
に

振
付
け
て
戴
い
た
新
作
の
発
表

を
果
た
し
て
戴
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
交
渉
か
ら
終
了
ま
で
、

立
木
燁
子
氏
に
多
大
な
貢
献
を

賜
り
、
ま
た
協
会
作
品
「
四
季
」

の
ご
協
力
で
、
意
義
あ
る
成
果

を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
き
な
反
響
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
関
係
各

位
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

「
第
47
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」3
月
2
日

（
日
）
川
口
リ
リ
ア
ホ
ー
ル
も
、

満
席
の
お
客
様
に
ご
高
覧
戴
き
、

子
ど
も
達
の
熱
演
で
楽
し
い
舞

台
を
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
3
月
6
日
、参
加
さ
れ
た
先

生
方
と
の
反
省
会
が
あ
り
、
建

設
的
な
ご
意
見
が
次
回
に
反
映

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、6

月
22
日
の
総
会
に
向
け
て
、
役

員
改
選
、
総
会
資
料
づ
く
り
の

準
備
が
進
行
中
で
す
。
ま
た
、5

月
11
日
か
ら
、
埼
玉
全
国
舞
踊

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。

　

4
月
よ
り
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。
舞
踊
県
埼
玉

を
目
指
し
て
、
発
足
し
て
48
年
、

埼
玉
県
舞
踊
協
会
が
、
積
み
重

ね
て
き
た
骨
太
の
土
台
を
生
か

し
な
が
ら
、
時
代
の
希
求
に
基

づ
く
開
拓
す
る
活
力
を
合
わ
せ

持
ち
、
今
後
も
発
展
し
て
参
り

ま
す
よ
う
、ま
た
、会
員
の
皆
様

の
お
力
が
発
揮
で
き
る
運
営
で
、

明
日
へ
の
希
望
を
繋
げ
て
参
れ

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
々
様
の
ご
健
康
と
、
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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『ヴィヴァルディ：四季』

『Blindness  ─白い闇─』

『MESH』

ダンスセッション2014
彩の国さいたま芸術劇場 大ホール

2月2日（日）

埼玉県民芸術文化祭 2014 参加

     埼玉全国舞踊コンクール 2014
《会場》さいたま市文化センター   大ホール・小ホール（入場無料）

  《日時》7月19 日（土）〜26 日（土）
《主催》埼玉県舞踊協会　《共催》（財）さいたま市文化振興事業団

第47回

期日 大ホール 小ホール

7/19（土） クラシックバレエ 2部 予選 モダンダンス 2部 予選

20（日）
クラシックバレエ 2部 予選 モダンダンス 2部 決選

クラシックバレエ ジュニア部 予選
21（月・祝） クラシックバレエ ジュニア部 予選 創作舞踊部門

23（水） クラシックバレエ 1部 予選 モダンダンス ジュニア部 予選
24（木） クラシックバレエ 2部 決選 モダンダンス ジュニア部 決選
25（金） クラシックバレエ ジュニア部 決選 モダンダンス 1部 予選

26（土）
クラシックバレエ 1部 決選 モダンダンス 1部 決選

表彰式

コンクールへの参加はホームページからのみ受付いたします
【埼玉県舞踊協会ホームページ】

http://www.saitamaken-buyoukyokai.jp
※注意事項をよく見てお間違えのないようお申し込み下さい。

沢山の方々のご参加お待ち申し上げております。

評
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協
会
員
催
し
物
ご
案
内

２
０
1
4
年
4
月
〜
10
月

由
井
カ
ナ
コ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
・

	

深
谷
バ
レ
エ
教
室
発
表
会

◎
４
／
5（
土
） 	

熊
谷
文
化
創
造
館 

太
陽
の
ホ
ー
ル
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0
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由
井
カ
ナ
コ
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吉
田
久
木
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所	

第
39
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発
表
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／
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ク
レ
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こ
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の
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窪
内
絹
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所
第
24
回
生
徒
発
表
会

◎
4
／
13（
日
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川
口
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セ
ン
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リ
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ア
メ
イ
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第
22
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す
ず
き
さ
よ
こ
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
発
表
会

◎
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／
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日
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東
松
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
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8
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ず
き
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よ
こ
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第
41
回	

中
村
友
美・上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

◎
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／
29（
日
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春
日
部
市
民
文
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会
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大
ホ
ー
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友
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パ
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フ
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サ
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バ
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第
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回
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会
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練
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文
化
セ
ン
タ
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大
ホ
ー
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照
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…
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…
…
…
…
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（
公
益
社
団
法
人
）日
本
バ
レ
エ
協
会	

関
東
支
部

		

埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク	

結
成
35
周
年
記
念
公
演

			

第
27
回
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー「
白
鳥
の
湖（
全
幕
）」

◎
9
／
14（
日
）  	

《
有
料
》

	

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
8
6
）6
4
2
0	

河
上
正
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
59
回	

石
川
須
姝
子
・
田
中
い
づ
み

	

ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
発
表
会

◎
9
／
21（
日
）  

16

：

00

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

つ
つ
じ
ホ
ー
ル

☎
0
3（
3
9
5
8
）3
3
1
3	

田
中
い
づ
み

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本
教
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
第
22
回
発
表
会

◎
9
／
28（
日
） 	

《
有
料
》

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
2
）3
5
1
7	

山
本
教
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目 vo

l.1
1

～
足
袋n

ce@

能
楽
堂
～

　

２
０
１
３
年
11
月
9
日
、屋
外

で
の
鑑
賞
に
は
厳
し
い
寒
さ
の

中
、こ
し
が
や
能
楽
堂
に
於
い
て

「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.11

～
足
袋nce@

能
楽
堂
～
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
し
が
や
能
楽
堂
で
は
、〈
肌

の
油
分
に
よ
る
舞
台
表
面
の
変
色

や
、摩
擦
に
よ
る
損
傷
を
防
ぐ
た

め
、足
袋
を
履
き
、手
を
着
か
ず
、

決
し
て
回
ら
ず
…
〉
と
い
う
能
舞

台
の
し
き
た
り
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
終
的
に
は
、

緋
毛
氈
を
敷
く
こ

と
で
肌
を
床
に
付

け
る
こ
と
は
可
能

に
な
り
ま
し
た
が

…
。

　

コ
レ
オ
グ
ラ

フ
ァ
ー
た
ち
の
真

摯
な
取
り
組
み
は
、

こ
れ
ら
の
し
き
た

り
か
ら
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
や
探
求
心

に
溢
れ
た
作
品
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
、88
％

に「
も
う
一
度
見
た

い
作
品
が
あ
っ
た
」、

92
％
に「
公
演
を
楽

し
め
た
」
と
記
入
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
も

お
分
か
り
頂
け
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、こ
し
が
や
能
楽
堂
は
交

通
の
便
が
悪
く
、更
に
、足
を
踏

み
入
れ
に
く
い
よ
う
な
品
格
あ

る
佇
ま
い
で
あ
っ
た
た
め
、
観
客

動
員
の
困
難
さ
が
予
想
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
前
の
活
発
な

宣
伝
活
動
が
功
を
奏
し
て
、
約

３
０
０
名
の
お
客
様
を
動
員
す
る

こ
と
が
で
き
、こ
の
数
字
は
、
図

ら
ず
も「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の

目
」
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　

た
だ
、こ
の
中
で
舞
踊
愛
好
家

で
な
い
観
客（
初
め
て
創
作
バ
レ

エ
・
ダ
ン
ス
を
観
に
い
ら
し
た
方
）

は
5
％
に
過
ぎ
ず
、新
舞
踊
愛
好

家
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

更
に
、初
め
て
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
方
々
と
、
今
ま
で
見
た

こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
体
験
し
た

こ
と
も
な
い
舞
踊
と
の
橋
掛
か
り

の
役
割
を
担
う
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

育
成
も
、今
後
の
課
題
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

次
回
の「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
目vol.12
」は
、２
０
１
４
年
10

月
26
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。皆

様
の
ご
参
加
は
も
と
よ
り
、企
画

運
営
に
携
わ
り
、新
鮮
な
視
点
や

ア
イ
デ
ア
、情
熱
を
加
え
て
下
さ

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
ら
、担
当
者
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
協
会
員
が
推
薦
す

る
、協
会
員
以
外
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。

担
当
：
上
田
仁
美
、原
島
マ
ヤ
、藤
井
香

◎
協
会
員
の
受
賞
お
知
ら
せ
！

 

☆
埼
玉
県
文
化
と
も
し
び
賞

　
　

  

吉
田
久
木
子
氏

 

☆
埼
玉
県
文
化
団
体
連
合
会 

文
化
選
奨

　
　

  

由
井
カ
ナ
コ
氏

 

☆（
社
）現
代
舞
踊
協
会

 　

 　

全
国
青
少
年
夏
の
舞
踊
祭
２
０
１
３

　

 

・
チ
ャ
コ
ッ
ト
ジ
ュ
ニ
ア
作
品
賞

　
　

 「
日
本 

よ
い
と
こ 

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
！
」

　
　

  

窪
内
絹
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所

　

 

・
明
日
の
新
人
賞

　
　

 

「fry

～
ラ
イ
ト
兄
弟
と
仲
間
達 

若
き
日
の
夢
～
」

　
　

  

谷 

乃
梨
絵
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
編
集
後
記

東
日
本
大
震
災
の
3
月
11
日
を
体
感
し
て
か

ら
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
復
興
の
遅
れ

が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、そ

の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、新
た
に
教
訓
と

し
て
、今
を
大
切
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
お
詫
び
！
毎
回
新
聞
の
発
行
日
が
異
な

り
、申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
部  

笠
原
千
珂
子

山
本
教
子

「
第
47
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

舞
踊
評
論
家　

立
木
燁
子

　

第
47
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
３
月

２
日
（
日
）、川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
伸
び
ゆ

く
子
供
達
に
よ
る
と
い
う
副
題

通
り
、第
46
回
埼
玉
全
国
舞
踊
コ

ン
ク
ー
ル
の
上
位
入
賞
者
の
披

露
公
演
に
続
き
、賑
や
か
に
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
が
続
い

た
。
14
の
団
体
が
参
加
し
た
今
公

演
は
、子
供
達
の
日
頃
の
成
果
を

披
露
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
作
品

と
し
て
優
れ
た
印
象
を
刻
む
舞

台
も
い
く
つ
か
あ
り
、
報
告
し
て

お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
段
階
の

バ
レ
エ
で
は
、
体
型
の
成
形
や
ス

タ
イ
ル
の
基
本
の
修
得
が
重
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

照
明
を
浴
び
て
本
舞
台
を
経
験

す
る
こ
と
が
参
加
者
た
ち
の
将

来
の
可
能
性
を
育
て
る
意
味
も

大
き
い
。
小
さ
い
な
が
ら
も
、
表

現
へ
の
感
度
を
磨
か
せ
た
い
。

　
「Regeneration

」（
川
名
今
朝

美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
）
水

色
の
ド
レ
ス
を
纏
う
子
ら
の
魅

力
を
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
弦

の
響
き
、風
の
音
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
音
楽
に
の
っ
て
、
季
節
の
移

ろ
い
の
な
か
に
悲
哀
を
経
て
再

生
へ
と
向
か
う
人
々
の
姿
を
う

ま
く
表
現
し
た
。

　
「
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
休
日
」（
和
泉

伽
甫
瑠
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
）
は
、

パ
リ
の
情
景
を
淡
彩
の
ス
ケ
ッ

チ
風
に
明
る
く
ま
と
め
た
。
ピ
ク

ニ
ッ
ク
の
場
を
、
リ
ー
ド
の
女
性

と
切
れ
の
い
い
動
き
を
見
せ
る

男
性
（
岡
脇
柚
太
加
）
の
踊
り
を

核
に
、コ
ー
ル
ド
の
子
供
達
を
自

然
に
配
し
、爽
や
か
な
絵
画
的
な

舞
台
を
成
立
さ
せ
た
。

　
「Let's enjoy sports!

」（
田
中

瞳
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
）　

ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニ
ス
、
フ
ラ
フ
ー

プ
、
卓
球
と
４
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ

の
姿
を
形
態
模
写
風
に
構
成
、躍

動
感
い
っ
ぱ
い
に
描
い
た
。
面
白

い
ア
イ
デ
ア
だ
が
、ス
ポ
ー
ツ
の

型
に
と
ら
わ
れ
ず
、も
っ
と
自
由

に
ダ
ン
ス
と
し
て
振
付
け
て
い

い
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら

ず
」（
中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
）
全
体
に
よ
く
訓
練
さ

れ
て
お
り
、
緑
、
薄
桃
色
の
衣
裳

の
子
供
達
と
大
人
が
配
分
よ
く

舞
台
に
広
が
る
。
声
楽
曲
、
ピ
ア

ノ
曲
で
構
成
さ
れ
た
音
楽
も
や

さ
し
く
、爽
や
か
な
抒
情
性
が
光

る
ふ
る
さ
と
讃
歌
。
東
日
本
大
震

災
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
。

　
「
龍
宮
幻
想
」
谷
乃
梨
絵
モ
ダ

ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

題
名
通

り
浦
島
伝
説
を
基
に
龍
宮
城
の

情
景
を
描
く
。「
龍
神
を
守
る
」
か

ら
「
深
海
の
宴
」
ま
で
４
景
を
描

く
が
、華
や
か
な
衣
裳
で
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
。
踊
り
の
振
付
に
さ
ら

に
工
夫
が
欲
し
い
。

　
「
山
路
瑠
美
子
バ
レ
エ
研
究
所

　

新
座
教
室
」「
舞
踏
会
へ
の
ご

招
待
」ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の

曲
に
の
っ
て
ド
ガ
の
踊
り
子
風
の

衣
裳
を
ま
と
い
ブ
ル
ー
、ピ
ン
ク
、

ク
リ
ー
ム
の
チ
ュ
チ
ュ
の
ダ
ン

サ
ー
が
踊
り
次
ぐ
。
大
人
と
子
供

の
ダ
ン
サ
ー
が
混
じ
り
、力
量
に

応
じ
た
構
成
に
工
夫
が
光
る
。

　
「
悟
空
」（
細
川
初
枝
モ
ダ
ン
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ
）
玄
奘
三
蔵
に
従

う
孫
悟
空
の
物
語
を
基
に
構
成

し
た
作
品
。
胡
弓
の
音
に
の
っ
て

子
ら
の
間
を
三
蔵
が
行
く
。
中
国

服
姿
の
妖
怪
に
猿
軍
団
が
立
ち

向
か
う
。
小
さ
な
男
の
子
扮
す
る

悟
空
が
無
数
の
分
身
を
生
み
出

し
、子
供
達
が
活
躍
す
る
ア
イ
デ

ア
が
楽
し
い
。

　
「
お
お
あ
た
り
～
！
」
藤
井
・

上
原
舞
踊
研
究
所　

テ
ク
ノ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ
揃
い
の

「
祝
」
シ
ャ
ツ
を
着
た
子
供
達
が

大
車
輪
な
ど
体
操
的
な
動
き
も

見
せ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊
る
。

動
き
が
個
性
的
で
、賞
に
当
た
る

子
供
た
ち
は
動
物
た
ち
で
も
あ

り
、エ
プ
ロ
ン
姿
の
親
た
ち
も
出

演
し
て
、
親
子
で
楽
し
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ダ
ン
ス
と
も
な
っ
て
い

る
。

　
「
天
使
の
お
く
り
も
の
」マ
ヤ
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

満
天
の
星
を

バ
ッ
ク
に
、ク
リ
ス
マ
ス
・ソ
ン
グ

に
の
っ
て
翼
を
つ
け
た
白
い
エ
ン

ゼ
ル
の
姿
で
子
供
達
が
踊
る
。
幼

児
は
赤
い
ド
レ
ス
で
可
愛
く
、
全

員
が
バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
で
丁
寧
な

動
き
を
見
せ
る
。
バ
レ
エ
の
基
本

を
学
ば
せ
る
意
図
が
光
る
。

　
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」井
上
美
代

子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

６
人
の

リ
ー
ド
は
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
、
他
は

バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
と
修
得
の
段
階

ご
と
に
分
け
、バ
レ
エ
の
基
本
を

学
ば
せ
な
が
ら
、
全
体
を
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
し
て
構
成
、
楽
し
く

ま
と
め
た
。

　
「
海
中
に
ゆ
ら
ぐ
花
―Part2

―
」
和
加
枝
舞
踊
研
究
所　

水

音
。
丸
い
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
10

人
程
の
子
供
達
が
浮
か
ぶ
。
揺
ら

め
き
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
動
き
、

や
が
て
静
か
な
詩
情
が
浮
か
び

あ
が
る
の
が
い
い
。
表
現
と
は
何

か
を
児
童
な
り
に
考
え
さ
せ
る
。

　
「
水
物
語
」
窪
内
絹
子
モ
ダ
ン

バ
レ
エ
研
究
所　

水
の
子
、せ
せ

ら
ぎ
、激
流
～
母
な
る
海
と
水
の

多
様
な
姿
を
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

で
描
い
た
。
水
の
き
ら
め
き
を
表

す
か
の
よ
う
に
小
さ
な
手
の
動

き
か
ら
大
き
な
動
き
へ
、
水
色
の

衣
裳
の
水
の
子
達
が
敏
捷
に
動

き
、編
成
を
変
え
な
が
ら
発
展
し

て
い
く
。小
さ
な
子
は
大
車
輪
で
、

大
人
の
ダ
ン
サ
ー
は
ポ
ワ
ン
ト
の

速
い
シ
ェ
ネ
で
、
時
に
嵐
の
鋭
さ

も
挿
入
し
つ
つ
、
表
情
豊
か
な
舞

台
を
生
み
出
し
た
。

　
「
春
の
声
」
島
村
睦
美
バ
レ
エ

研
究
所　

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
曲
に
の
り
、
ピ
ン
ク
、
白
い

チ
ュ
チ
ュ
の
少
女
た
ち
が
軽
や
か

に
舞
う
。
子
供
な
が
ら
詩
情
を
表

現
。た
だ
し
、ポ
ワ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
一
層
の
修
練
を
。

　
「
不
思
議
な
夢
」
吉
田
久
木
子

モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所　

表
現

が
斬
新
で
個
性
的
。
前
屈
、
尻
を

向
け
た
形
で
始
ま
り
、う
ず
く
ま

る
子
ら
の
頭
か
ら
赤
い
布
を
と

る
と
、大
き
な
ダ
ン
サ
ー
が
そ
れ

を
纏
っ
て
踊
っ
て
い
く
。
後
方
に

大
宇
宙
が
広
が
り
、奇
妙
な
動
き

と
形
象
の
変
化
が
シ
ュ
ー
ル
な

味
わ
い
を
生
み
出
し
た
。
作
品
と

し
て
も
面
白
く
、
若
い
ダ
ン
サ
ー

達
も
表
現
す
る
こ
と
に
よ
く
挑

戦
し
て
い
る
。

◎
協
会
員
の
新
年
会

　

２
０
１
４
年
１
月
12
日
、
浦
和
ロ

イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て
、
新

年
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
協
会
員

の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

埼
玉
県
舞
踊
協
会
の
今
後
を
、
み
ん

な
で
協
力
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
実
り
多
い
発
展
と
な

る
こ
と
を
…
!! 

良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

評

　私の米寿を記念した公演が、お陰さまで無事幕を降ろす事が出来
ました。
　これも一重に支えてくださったスタッフ、心一つにして踊ってく
れた三十四名の出演者、そして尽力惜しまず公演に向かってくれた
幹部の弟子達、企画した娘田中いづみのお陰と心から感謝しており
ます。そして、公演に足をお運びいただいた皆様あってのこと、この
場をお借りして改めて御礼申し上げます。
　この公演を終え、一息ついている今、ダンスの世界に入ってから
の七十余年を振り返ってみる。様々な事が走馬燈の様に浮かぶが、
今一番感じる事と言えば。中学生の頃、只ひたすら踊りたくて、親
の反対を押し切って始めた踊り。しかし、この世界に入っても、決し
てダンスだけに執着していた訳ではない。新たにやりたい事があれ
ば何でもやりたいのが私の性分。ダンスをしながらも過去に色々と
やっていた。混声コーラスを山本直純氏の父直忠氏に師事し、俳句
を高浜虚子の愛弟子の野村久雄氏に師事していた。そして現在は、
それぞれ月二回、近所の主婦に交じりながら絵手紙と歌声をたしな
んでいる、歌声の方は歌声喫茶オーナーの元芸大教授から手ほどき
を受けている。
　ダンスの世界だけで呼吸しているのではなく、全く違う世界で生
きている人達と会い、話す事が、却って目新しいものを見させてくれ
る時がある。私達、ものを作る者は、比較的その世界だけに没頭しや
すい、いえそうなるべきなのかも知れないが、私は違う場に自分を
置く事によって様々な事を学んでいる。常に思う事は、良く学び、良
く遊ぶ事。
　これからの舞踊界を担う、若い人たちに言いたい。何でも前向き
に、やりたい事に挑戦して欲しい。きっと、その経験から何かが生ま
れてくるはずだから・・・。それは、踊りを作る、指導をするに当たっ
ても生かされて来る。私も、まだまだ目新しい事に出会いたい。

石川須姝子新 しい事への挑戦を！

コレオグラファーの目
vol.11  ～足袋nce@能楽堂～

2013.11.9(sat） こしがや能楽堂

第４７回 バレエ・モダンダンス フェスティバル
川口リリアメインホール　 3月2日（日）

彩の国さいたま芸術劇場での競演  バレエ・モダンダンスの会
平成26年度

第41回ステージⅠ
舞踊県さいたまを目指した創造性豊かでフレッシュな舞台空間にご期待ください。

次代のすぐれた舞踊家育成を目指した研究発表

参 加 者 募 集 ! !
25作品前後、3分〜7分位までの作品

会場／彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
日時／2013年9月27日（土）・28日（日）

撮影／スタッフ・テス㈱

撮影／スタッフ・テス㈱


